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新しい草地植生改善・草地更新の方法

（地下茎型イネ科草種に対応したチモシー採草地の植生改善技術と地域における植生改善推進方

法）

飼料環境グループ 中村 直樹

(E-mail：nakamura-naoki@hro.or.jp)

１．背景・ねらい

近年、採草地の草種構成の半分を雑草が占め、

植生悪化が全道的な問題となっています。そこ

で、雑草の多くを占める地下茎型イネ科草種（リ

ードカナリーグラス：RCG、シバムギ：QG）優占

草地を対象にして、牧草率（牧草冠部被度相当）

を更新翌年秋に90％以上にするための除草剤体

系処理法を開発し、植生悪化リスクを低減する

初期管理方法を明らかにしました。また、地域

の生産者・関係機関の連携のもとで植生改善を

推進する取り組み方法を一般化し、植生改善指

針を策定しました。

２．技術内容と効果

１）RCG および QG 優占草地における更新方法

1 番草刈取後のグリホサート系除草剤の体系

処理による草地更新で播種翌年秋の播種牧草率

90％以上の植生を確立できます（表 1）。前植

生処理は QG の草丈 40-50 ㎝、RCG の草丈 60 ㎝

以下で効果的（表 2）ですが、播種床処理の効

果を高めるには、造成後 30 日以降に実施する必

要があるため、上記草丈を目標としつつ、チモ

シー（TY）播種晩限を考慮し、前植生処理を 8

月以前に実施します。RCG が存在しない場合に

は播種床処理を省略できます。

２）雑草侵入を抑制する初期管理方法

現地調査の結果、更新後の経過年数が同じで

あれば牧草率は pH6.0 以下の圃場で低く、経年

化に伴う牧草率の低下は土壌分析を実施してい

ないスラリー散布圃場で早い傾向がありまし

た。1 番草刈取後のスラリー散布時のタイヤ跡
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表1　グリホサート系除草剤体系処理におけるチモシー更新草地2年目秋の牧草率

根釧 天北 畜試 根釧 天北 畜試 根釧 天北 畜試
TY注1） 90 100 97 91 86 68 87 69 6
RCG＋QG注2） 4 0 2 0 12 22 7 29 85
他 2 0 1 9 2 10 6 2 9

処理時期
前植生処理注6） 7/中 7/下 7/中 9/下 9/下 10/下 ― ― 10/下
播種床造成注7） 8/上 8/上 7/中 6/中 5/下 5/下 6/中 6/上 6/上
播種床処理 9/中 9/上 9/上 8/上 7/下 7/上 8/上 8/上 ―
注1）牧草率は冠部被度または裸地を除く基部被度。TY90%以上の数値をグレー表示した。
注2）試験開始前のRCG＋QG冠部被度は根釧と畜試で73%、天北で64%であった。
注3）播種当年1番刈取り後の前植生処理と表層撹拌後の播種床処理
注4）播種前年秋の前植生処理、当年春の表層撹拌および夏の播種床処理
注5）根釧および天北は播種当年1番草刈取り後、表層撹拌を行い、播種床処理。畜試は播種前年秋処理に翌春の表層撹拌後播種
注6）秋夏体系と畜試対象区は播種前年、他は当年
注7）ロータリーハローによる

草種 1番草刈取後体系処理注3） 秋夏体系処理注4） 対照区注5）
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では TY の再生が抑制され、刈取後 10 日の散布

より 20 日で草丈が低くなりました。このことと

既往の報告（本江、1985）から、スラリー散布

は最終番草後を除いて、刈取後 10 日以内とし、

草地更新翌年の最終番草までは散布を控えるべ

きと考えられます。

３）地域の取組み

地域単位の取り組み（表３）は技術的リスク

の軽減、植生改善行動の誘発などの点で優れて

います。植生改善に取り組む優良事例（年 11.2

％更新）では乾物 1kg あたりの自給飼料生産コ

ストを 30 円程度まで引き下げ可能であり、低更

新（同 5％）に比べ８％以上低いと試算されま

した。

４）植生改善の現地事例

植生改善の現地成功事例としてとうもろこし

や麦類等の導入後に草地に戻す事例などがあり

ました。失敗事例としては播種時期の遅れによ

る越冬後個体数の著しい減少が多くみられまし

た。上記の試験成果および現地失敗事例を考慮

して植生改善指針を作成しました（表３）。

３．留意点

泥炭土壌では、グリホサート系除草剤の播種

前処理（播種床処理）は避けて下さい。

表2　グリホサート系除草剤処理時草丈とその後の再生
草丈注1） RCG（本/㎡）
（㎝） 夏処理注3） 秋処理 夏処理注3）

20 ― 5.5 ―
30 6.9 4 ―
40 3.5 0.8 0.63
50 3.9 1 ―
60 ― ― 0.13

注1）実際の草丈は若干前後する。
注2）QG、RCGいずれもほぼ純群落での試験。
※処理前QG茎数は2000～3000本/㎡程度
注3）1番草一斉刈取り後、暦日を変えて処理。
※QG：19日後調査、RCG：翌春調査
注4）QG試験は10a当たり500mlと1000mlの
2水準の処理区平均

QG（本/㎡）

表３ 地下茎型イネ科草種に対応したチモシー採草地の植生改善指針


